
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】活魚等の蓄養、養殖等に使用する泡沫分離装置

は、蓄養水槽とは別個の場所で製作設置したものを配管

で連結していた。本考案のものは、蓄養水槽本体の一部

に一体的に装設した事を特徴としたものである。

【解決手段】各種の構成材料で方形状に形成された蓄養

装置１には、貯水槽３と泡沫分離槽５、濾過槽１０、殺

菌槽及び熱交換槽とポンプ槽８等を平坦状に一体的に構

成してある。該蓄養水槽２より貯水槽の底部を経て泡沫

分離槽に送水され、該泡沫分離槽は、上部を閉蓋すると

共に、上部に曝気装置を設けた縦通気管を縦設し、該縦

通気管には、外部に空気吸込弁とオゾン吸込弁とを設け

る。また、該泡沫分離槽には、上部に蓄積された汚濁の

気泡を外部に放出する汚濁排出管１４を装設したもので

ある。

【選択図】図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 合 成 樹 脂 製 及 び コ ン ク リ ー ト 製 等 の 構 成 材 料 を 以 っ て 方 形 状 に 形 成 さ れ た 蓄 養 装 置 本 体
（ １ ） に は 、 蓄 養 水 槽 （ ２ ） と 貯 水 槽 （ ３ ） 、 泡 沫 分 離 槽 （ ５ ） 、 濾 過 槽 （ １ ０ ） 、 殺 菌
槽 （ ７ ） 及 び 熱 交 換 槽 と ポ ン プ 槽 （ ８ ） と を 平 坦 状 に 一 体 的 に 構 成 し た 泡 沫 分 離 槽 付 活 魚
蓄 養 装 置 に お い て 、 該 蓄 養 水 槽 （ ２ ） に 注 入 さ れ た 流 水 は 底 部 の 目 皿 （ １ ９ ） よ り 貯 水 槽
（ ３ ） の 底 部 よ り 泡 沫 分 離 槽 （ ５ ） に 送 水 さ れ 、 該 泡 沫 分 離 槽 （ ５ ） は 、 上 部 を 閉 蓋 す る
と 共 に 、 上 部 に 曝 気 装 置 （ ６ ） を 設 け た 縦 通 気 管 （ １ １ ） を 縦 設 し 、 該 縦 通 気 管 （ １ １ ）
に は 、 外 部 の 途 中 に 空 気 吸 込 弁 （ １ ２ ） と オ ゾ ン 吸 込 弁 （ １ ３ ） と 装 設 し 、 且 つ 該 縦 通 気
管 （ １ １ ） に は 、 内 部 の 所 定 位 置 に 分 散 器 （ ２ １ ） を 位 置 し 、 該 泡 沫 分 離 槽 （ ５ ） に は 、
上 部 に 蓄 積 さ れ た 汚 濁 の 気 泡 を 外 部 に 流 出 さ せ る 汚 濁 排 出 管 （ １ ４ ） を 装 設 し た こ と を 特
徴 と す る 泡 沫 分 離 槽 付 活 魚 蓄 養 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 蓄 養 水 槽 （ ２ ） と 貯 水 槽 （ ３ ） 、 泡 沫 分 離 槽 （ ５ ） 、 濾 過 槽 （ １ ０ ） 及 び 殺 菌 槽 （ ７ ）
等 を 有 す る 蓄 養 装 置 に お い て 、 該 泡 沫 分 離 槽 （ ５ ） の 内 部 下 方 に エ ア ー ポ ン プ （ １ ５ ） に
連 通 す る 微 細 気 泡 発 生 器 （ １ ７ ） を 装 設 し た こ と を 特 徴 と す る 泡 沫 分 離 槽 付 活 魚 蓄 養 装 置
。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 各 種 の 活 魚 を 蓄 養 、 養 殖 す る 水 槽 の 一 部 に 微 細 気 泡 に よ り 汚 濁 物 質 を 泡 沫 分
離 し 、 泡 沫 と 共 に 汚 濁 物 質 を 連 続 し て 排 出 除 去 す る 泡 沫 分 離 槽 付 活 魚 蓄 養 装 置 に 関 す る も
の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 こ の 種 の 泡 沫 分 離 装 置 は 、 単 独 な 一 つ の 装 置 の 製 品 と し て 製 作 販 売 さ れ て い る 。
　 従 っ て 、 こ の 従 来 の 泡 沫 分 離 装 置 を 使 用 す る に は 、 別 個 に 設 け て あ る 蓄 養 水 槽 又 は 蓄 殖
水 槽 の 一 部 に 海 水 等 の 各 種 配 管 を 連 結 し 、 途 中 に 循 環 用 ポ ン プ を 設 置 し て 泡 沫 分 離 装 置 を
使 用 す る も の が 一 般 的 に 知 ら れ て い る 。 （ １ 例 と し て 、 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ １ ４ ６ １ 号 公 報
、 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ７ ３ ４ １ ３ 号 公 報 参 照 ）
【 考 案 の 開 示 】

【 考 案 が 解 決 し よ と う す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の 技 術 で 述 べ た も の は 、 蓄 養 、 養 殖 の 水 槽 と 、 別 個 に 製 作 さ れ た 泡 沫 分 離 装 置 を 使
用 す る も の で は 、 非 常 に 設 備 が 高 価 と な る と 共 に 、 メ ン テ ナ ン ス 等 に 対 し て も 手 間 が 係 り
、 不 経 済 と な る 問 題 点 が 多 々 あ っ た 。
　 本 考 案 は 、 こ れ 等 の 問 題 点 を 解 決 す る も の で 、 そ の 主 た る 目 的 と す る 所 は 、 蓄 養 、 養 殖
の 各 水 槽 に 泡 沫 分 離 装 置 を 一 体 的 に 組 立 て す る こ と に よ っ て 、 水 位 差 に よ る 海 水 、 淡 水 等
の 移 動 の 流 れ を 利 用 し 、 特 別 な ポ ン プ 、 配 管 等 の 諸 設 備 を 不 用 と し 、 小 型 で 外 観 的 に に も
優 れ た 泡 沫 分 離 槽 付 活 魚 蓄 養 装 置 を 提 供 し よ う と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 考 案 は 、 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 合 成 樹 脂 及 び コ ン ク リ ー ト 等 よ り 方 形 状 に 形 成
し た 蓄 養 装 置 は 、 蓄 養 水 槽 と 貯 水 槽 、 泡 沫 分 離 槽 、 濾 過 槽 、 殺 菌 槽 及 び 熱 交 換 槽 と ポ ン プ
槽 と を 平 坦 状 に 並 設 し て あ る 。
　 ま た 、 該 蓄 養 水 槽 か ら の 流 水 は 目 皿 よ り 、 貯 水 槽 の 底 部 よ り 泡 沫 分 離 槽 に 送 水 す る 。 該
泡 沫 分 離 槽 に は 、 上 部 を 閉 蓋 す る と 共 に 、 上 部 に 曝 気 装 置 を 設 け た 縦 通 気 管 を 縦 設 す る 。
更 に 、 該 縦 通 気 管 に は 、 外 部 の 途 中 に 空 気 吸 込 弁 と オ ゾ ン 吸 込 弁 を 設 け て あ る 。 ま た 、 泡
沫 分 離 槽 に は 、 上 部 の 一 方 に 発 生 し た 汚 濁 の み を 排 出 す る 汚 濁 排 出 管 を 設 け た も の で あ る
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。
　 ま た 、 該 泡 沫 分 離 槽 に は 、 内 部 下 方 に 設 け る 分 散 器 を 効 率 の よ い 微 細 気 泡 発 生 器 を 使 用
す る も の で あ る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 考 案 は 、 以 上 説 明 し た よ う に 構 成 さ れ て い る の で 、 従 来 の 泡 沫 分 離 装 置 の よ う に 水 槽
の 外 に 設 置 す る 場 所 を 不 要 と し 、 且 つ ポ ン プ 、 配 管 等 の 設 備 を す る 必 要 が な く 、 ラ ン ニ ン
グ コ ス ト 及 び メ ン テ ナ ン ス 等 が 軽 減 で き 、 著 し く 経 済 的 な 効 果 が あ る 。 そ し て 、 蓄 養 装 置
本 体 の 貯 水 槽 に 隣 接 し て 泡 沫 分 離 槽 を 一 体 的 に 装 設 し た の で 、 水 位 差 に よ り 各 種 の 水 の 流
れ を 利 用 で き る 経 済 的 な 効 果 が あ る 。 ま た 、 貯 水 槽 と 連 通 し て い る 泡 沫 分 離 槽 に 上 部 に 曝
気 装 置 を 設 け た 縦 通 気 管 を 縦 設 し 、 縦 通 気 管 に 空 気 吸 込 弁 と オ ゾ ン 吸 込 弁 を 設 け 、 殺 菌 槽
の 紫 外 線 波 長 で オ ゾ ン 化 さ れ た オ ゾ ン を 泡 沫 分 離 の 各 吸 込 弁 か ら 強 制 的 に 混 入 さ せ る こ と
で 、 オ ゾ ン が 微 細 気 泡 と な っ て 細 菌 の 殺 菌 効 果 を 飛 躍 的 に 向 上 す る 優 れ た 効 果 が あ る 。
　 更 に 、 泡 沫 分 離 槽 の 縦 通 気 管 に 設 け た 空 気 吸 込 弁 と オ ゾ ン 吸 込 弁 と に よ っ て 、 空 気 又 は
オ ゾ ン を 同 時 に 使 用 す る こ と も 可 能 と な る 便 利 な 効 果 と 、 泡 沫 分 離 槽 の 上 部 に 設 け た 汚 濁
排 出 管 に よ っ て 、 上 昇 し た 汚 濁 の 微 細 気 泡 を 確 実 に 外 部 に 排 出 で き る 効 果 が あ る 。 ま た 、
該 泡 沫 分 離 槽 の 下 方 に 設 け た 孔 径 の 小 さ い 分 散 器 に よ り 、 微 細 気 泡 を 発 生 さ せ る こ と が で
き る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 考 案 に よ れ ば 、 図 １ に 示 す 蓄 養 装 置 本 体 （ １ ） は 、 全 体 を 略 方 形 状 に 形 成 さ れ 、 該 蓄
養 装 置 本 体 （ １ ） は 、 熱 交 換 槽 と ポ ン プ 槽 （ ８ ） の 軸 流 ポ ン プ （ ９ ） を 始 動 し て 熱 交 換 槽
と ポ ン プ 槽 （ ８ ） 内 の 流 水 を 蓄 養 水 槽 （ ２ ） に 注 入 す る 。 該 蓄 養 水 槽 （ ２ ） の 底 部 よ り 貯
水 槽 （ ３ ） を 経 て 泡 沫 分 離 槽 （ ５ ） に 送 水 さ れ 、 そ の 泡 沫 分 離 槽 （ ５ ） の 内 部 に 縦 設 さ れ
て い る 曝 気 装 置 （ ６ ） を 有 す る 縦 通 気 管 （ １ １ ） よ り 空 気 又 は 殺 菌 槽 （ ７ ） よ り の オ ゾ ン
及 び 空 気 を 泡 沫 分 離 槽 （ ５ ） 内 に 送 気 し て 汚 濁 を 発 生 さ せ 、 上 昇 の 汚 濁 の み を 汚 濁 排 出 管
（ １ ４ ） よ り 外 部 に 放 出 さ れ る 。 該 泡 沫 分 離 槽 （ ５ ） よ り 濾 過 槽 （ １ ０ ） の 上 部 よ り 侵 入
さ せ 、 そ の 後 、 殺 菌 槽 （ ７ ） 及 び 熱 交 換 槽 と ポ ン プ 槽 （ ８ ） よ り 軸 流 ポ ン プ （ ９ ） に よ り
引 き 上 げ て 蓄 養 水 槽 （ ２ ） に 循 環 す る も の で あ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 次 に 、 本 考 案 の 実 施 例 を 図 面 に つ い て 詳 し く 説 明 す る と 、 図 １ に 示 す 蓄 養 装 置 本 体 （ １
） は 、 各 活 魚 等 を 飼 育 で き る 適 宜 の 大 き さ の 合 成 樹 脂 又 は コ ン ク リ ー ト 等 の 構 成 材 料 を 以
っ て 略 方 形 状 に 形 成 さ れ る 。 こ の 蓄 養 装 置 本 体 （ １ ） に は 、 端 部 よ り 蓄 養 水 槽 （ ２ ） と 貯
水 槽 （ ３ ） と 泡 沫 分 離 槽 （ ５ ） と 濾 過 槽 （ １ ０ ） 、 殺 菌 槽 （ ７ ） 及 び 熱 交 換 槽 と ポ ン プ 槽
（ ８ ） と を 平 坦 状 に 一 体 的 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 該 蓄 養 水 槽 （ ２ ） に は 、 内 底 部 に 吸 引 用 の 目 皿 （ １ ９ ） を 設 け る と 共 に 、 該 目 皿 （ １ ９
） の 底 部 の 吸 水 路 （ ２ ０ ） よ り 該 貯 水 槽 （ ３ ） に 連 通 し 、 該 貯 水 槽 （ ３ ） の 底 部 よ り 隣 接
す る 該 泡 沫 分 離 槽 （ ５ ） に 侵 入 す る 。
　 該 泡 沫 分 離 槽 （ ５ ） は 、 上 部 を 閉 蓋 す る と 共 に 、 内 部 に 縦 挿 さ れ 下 端 に 分 散 器 （ ２ １ ）
を 設 け た 縦 通 気 管 （ １ １ ） を 装 設 す る 。
　 該 縦 通 気 管 （ １ １ ） の 外 部 に は 、 上 部 に 曝 気 装 置 （ ６ ） を 設 け る と 共 に 、 途 中 に 空 気 吸
込 弁 （ １ ２ ） と 、 空 気 吸 込 と を 兼 用 で き る オ ゾ ン 吸 込 弁 （ １ ３ ） を 装 設 し て あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 該 泡 沫 分 離 槽 （ ５ ） に は 、 上 部 に 蓄 積 さ れ る 汚 濁 の み の 気 泡 を 外 部 に 流 出 さ せ る
汚 濁 排 出 管 （ １ ４ ） を 装 設 し て あ る 。 更 に 、 底 部 に は 、 外 部 の エ ア ー ポ ン プ （ １ ５ ） よ り
空 気 を 送 る 微 細 気 泡 発 生 器 （ １ ７ ） を 装 設 し て あ る 。
　 更 に 、 該 泡 沫 分 離 槽 （ ５ ） に は 、 中 央 の 矢 印 の 通 路 よ り 濾 過 槽 （ １ ０ ） に 送 水 さ れ 、 内
部 の 濾 過 材 （ １ ８ ） を 通 過 し て 下 部 よ り 該 殺 菌 槽 （ ７ ） に 侵 入 す る 。 該 殺 菌 槽 （ ７ ） に は
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、 内 部 に 殺 菌 装 置 （ １ ６ ） を 装 設 す る と 共 に 、 該 殺 菌 装 置 （ １ ６ ） に は エ ア ー ポ ン プ （ １
５ ） が 接 続 さ れ て い る 。 且 つ 該 殺 菌 装 置 （ １ ６ ） に は 、 該 泡 沫 分 離 槽 （ ５ ） の 縦 通 気 管 （
１ １ ） の 外 部 の 途 中 に 空 気 又 は オ ゾ ン を 送 る オ ゾ ン 吸 込 弁 （ １ ３ ） と に 連 通 し て い る 。
　 ま た 、 該 殺 菌 槽 （ ７ ） の 上 方 よ り 流 出 し て 、 隣 接 す る 熱 交 換 槽 と ポ ン プ 槽 （ ８ ） に 侵 入
す る 。 該 熱 交 換 槽 と ポ ン プ 槽 （ ８ ） に は 、 内 部 に 水 量 を 吸 上 げ る 軸 流 ポ ン プ （ ９ ） を 立 設
し て あ る 。 該 軸 流 ポ ン プ （ ９ ） の 流 水 口 よ り 該 蓄 養 水 槽 （ ２ ） に 向 っ て 排 流 さ れ て 循 環 す
る よ う に な っ て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ０ 】
【 図 １ 】 　 本 考 案 の 蓄 養 装 置 本 体 の 全 体 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 　 同 じ く 本 考 案 の 装 置 の 循 環 行 程 を 示 し た 一 部 欠 除 し た 縦 断 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 　 本 考 案 の 装 置 の 一 部 で あ る 泡 沫 分 離 槽 を 中 心 と し た 一 部 欠 除 し た 拡 大 側 面 図 で
あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 　 １ 　 　 　 　 　 蓄 養 装 置 本 体
　 　 ２ 　 　 　 　 　 蓄 養 水 槽
　 　 ３ 　 　 　 　 　 貯 水 槽
　 　 ５ 　 　 　 　 　 泡 沫 分 離 槽
　 　 ６ 　 　 　 　 　 曝 気 装 置
　 　 ７ 　 　 　 　 　 殺 菌 槽
　 　 ８ 　 　 　 　 　 熱 交 換 槽 と ポ ン プ 槽
　 　 ９ 　 　 　 　 　 軸 流 ポ ン プ
　 　 １ ０ 　 　 　 　 濾 過 槽
　 　 １ １ 　 　 　 　 縦 通 気 管
　 　 １ ２ 　 　 　 　 空 気 吸 込 弁
　 　 １ ３ 　 　 　 　 オ ゾ ン 吸 込 弁
　 　 １ ４ 　 　 　 　 汚 濁 排 出 管
　 　 １ ５ 　 　 　 　 エ ア ー ポ ン プ
　 　 １ ６ 　 　 　 　 殺 菌 装 置
　 　 １ ７ 　 　 　 　 微 細 気 泡 発 生 器
　 　 １ ８ 　 　 　 　 濾 過 材
　 　 １ ９ 　 　 　 　 目 皿
　 　 ２ ０ 　 　 　 　 吸 水 路
　 　 ２ １ 　 　 　 　 分 散 器
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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